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土
曜
日
ご
と
に
三
日
間
開
か
れ
ま
す
。

参
加
者
は
約
八
十
人
、
主
と
し
て
小
学
生
、

な
か
に
は
四
、
五
年
連
続
し
て
、
こ
の
教
室
で

学
ん
で
い
る
児
童
も
い
ま
す
が
、
初
め
て
ス
ケ

ー
ト
を
す
る
子
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

初
め
て
の
児
童
は
、
こ
わ
か
り
な
か
ら
も
滑

り
た
い
一
心
。
一
時
間
ほ
ど
手
す
り
に
つ
か
ま

り
な
が
ら
歩
い
た
あ
と
、
リ
ン
ク
中
央
に
向
い

ま
す
。
日
ご
ろ
の
わ
ん
ぱ
く
坊
主
も
、
指
導
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
熱
心
に
聞
い
て
真
剣
そ
の
も

の
。
三
時
間
に
及
ぶ
「
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
の
後

半
に
は
、
歓
声
を
あ
げ
て
滑
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。
心
身
と
も
に
伸
び
盛
り
の
い
ま
、
こ
わ
が

ら
ず
に
挑
戦
し
て
い
く
心
の
大
切
さ
を
、
考
え

て
き
た
よ
う
で
す
。

毎
年
、
十
一
月
末
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、

「
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
十
一
月
二
十
六
日
の
土
曜
日
か
ら
、

こ
わ
が
ら
ず
に
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永
年
に
わ
た
り
専
業
農
家
と
し
て
の

熱
意
は
他
の
模
範
と
さ
れ
、
地
域
農
業

の
推
興
に
寄
与
し
、
転
換
期
に
あ
る
農

業
の
近
代
化
を
図
る
と
と
も
に
後
継
者

を
育
成
し
、
本
市
農
業
の
進
展
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。

永
年
に
わ
た
り
専
業
農
家
と
し
て
の

熱
意
は
他
の
模
範
と
さ
れ
、
地
域
農
業

農
業
委
員
と
し
て

鋼
薮
蕊
鍵
鴬
霞
、
謎
『
杣木

後
継
者
を
育
成

市
民
表
彰

個
人
八
人
と
一
一
団
体
を
表
彰

苓翰

静
大高甚二郎さん

（79歳）

島 名

朝喜さん

（79歳）

島 名

本
市
の
農
業
行
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
。

ざ
ら
に
昭
和
三
十
七
年
か
ら
十
年
間

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
良
き

杣
談
者
と
な
り
、
社
会
附
祉
の
向
上
の

た
め
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
た
。

の
振
興
に
寄
与
し
、
農
業
委
員
と
し
て

年度和58日刀口

一～

蕾
凸

31一
一
〕

第
十
三
回
の
市
民
表
彰
式
が
、
十
一
月
二
十
二
日
午
前

九
時
か
ら
、
市
役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
は
、
市
民
表
彰
五
人
、
市
民
褒
賞
個
人
三
人
と
二
団

体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。

戦
後
の
物
資
欠
乏
の
時
期
に
生
活
必

需
肺
で
あ
る
履
物
等
の
生
産
販
売
に
努
昭
和
三
十
五
年
こ
ろ
よ
り
黒
毛
和
牛

商
工
業
の
発
展

畜
産
の
振
興

大坂異さ／

（76歳）

本 町

め
ら
れ
市
民
生
活
の
川
上
に
尽
く
さ
れ

た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
六
年

間
高
萩
市
商
工
会
総
代
と
な
り
本
巾
商

工
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

さ
ら
に
昭
和
三
十
三
年
府
削
の
一
部

を
卓
球
場
と
し
て
市
民
に
開
放
す
る
な

ど
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
た
。

へ
》

棚谷貞雄さん~

（74歳）

秋 山

の
肥
育
を
始
め
、
和
牛
の
改
良
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
各
橦
共
進
会
に

は
常
に
入
賞
を
果
す
な
ど
常
陸
牛
の
名

声
を
高
め
て
お
り
、
ま
た
、
高
萩
市
農

協
肥
育
部
会
の
組
織
づ
く
り
に
努
め
ら

れ
、
そ
の
部
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
。

さ
ら
に
農
業
委
員
、
秋
山
中
地
区
の

吊
設
補
助
委
員
と
し
て
瓜

民
生
・
児
童
委
員

昭
和
三
十
七
年

民
生
・
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
以

来
、
常
に
社
会
奉

仕
の
粘
神
を
も
っ

て
地
域
の
良
き
杣

談
者
と
な
り
、
関

係
機
関
と
よ
く
連

絡
を
と
り
つ
つ
、

地
域
の
社
会
佃
祉

の
向
上
の
た
め
、

献
身
的
な
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
婦
人
会

松
岡
支
部
長
と
し

て
婦
人
会
活
動
で

も
活
耀
さ
れ
た
。

小山ひさ子さん 〈
さ

（73歳） れ

上手綱
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永
年
に
わ
た
り
市
体
育
指
導
委
員
と

昭
和
三
十
一
年
、
上
君
田
井
戸
沢
納
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
市
民
の
健

税
貯
蓄
組
合
を
結
成
し
、
そ
の
組
合
長
康
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
か
ら
青
少
年
相
談
貝

と
し
て
以
来
二
十
七
年
間
、
納
税
貯
蓄
組
こ
と
に
昭
和
五
十
一
年
か
ら
高
萩
市
と
し
て
、
現
在
は
協
議
会
副
会
長
と
し
て

合
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
市
の
体
育
指
導
委
員
協
議
会
長
と
し
て
、
各
旺
臘
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
粘
神
を
も
っ
て

自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。
侭
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ツ
教
室
青
少
年
の
健
全
育
成
に
日
夜
努
力
さ
れ

ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
民
生
。
等
を
通
じ
、
社
会
体
育
の
振
興
に
努
め
て
い
る
。

…腿
納
税
貯
蓄
組
合
長
体
育
指
導
委
員

直
井
進
さ
ん
（
春
日
町
）

七
十
九
歳

ほ

う

“

市
民
褒
賞

黄
綬
褒
章
に
直
井
ざ

ｑ

夢
警
認
葱
簿
ｊ
鵠
熱

豊田四郎次さん

（64歳）

上君田

春
日
町
の
直
井
進
さ
ん
が
黄
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
、
た
ば
こ
販
売
業
に
従
事
し
、

関
係
団
体
の
役
員
を
五
十
年
、
そ
の
問
高
萩
た

ば
こ
販
売
協
同
組
合
理
事
長
を
二
十
七
年
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県
た
ば
こ
販
売
協

同
組
合
迎
合
会
理
事
と
し
て
十
年
間
に
わ
た
り
、

業
界
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
か
た
は
、
茨

城
県
内
で
は
十
一
人
、
市
内
か
ら
は
直
井
さ
ん

一
人
で
し
た
。

児
童
委
員
と
し
て
、
社
会
怖
祉
の
向
上

の
た
め
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て

い
づ
旬
。

鳶
ー‘ q

落合裕さん

（63歳）

高 戸

ら
れ
て
い
る

ま
た
、
高
萩
市
テ
’
一
ス
協
会
長
と
し

て
テ
ニ
ス
の
普
及
と
振
興
に
努
め
ら
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

で
は
指
導
貝
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

､県ばら賞胤に
高
萩
青
年
会
議
所

い
わ
お

伊
勢
山
巖
Ⅱ
｛
ハ
十
三
歳

！ 時崎
巽／
ぐん

か
え
地
域
社
会
に
目
を
む
け
、
「
明
る
い
豊
か

な
ま
ち
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
努
力
し
て
い

ま
す
。伊
勢
山
さ
ん
は
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
気
象
観

測
を
行
い
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
小
中
学
生
の
科
学
と
し
て
山
の
気
候
に
つ

茨
城
県
は
、
じ
み
ち
な
努
力
を
重
ね
貢
献
し

た
団
体
等
に
対
し
、
ば
ら
賞
褒
賞
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
高
萩
青
年
会
議
所
と
伊

勢
山
巌
さ
ん
（
Ⅱ
上
君
田
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
萩
青
年
会
議
所
は
、
今
年
十
五
周
年
を
む

か
え
地
域
社
会
に
目
を
む
け
、
「
明
る
い
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
努
力
し
て
い

’い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

（53歳）

島 名

ま
た
、
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
小
・
中
・

高
校
の
校
外
補
導
委
員
と
し
て
活
動
さ

れ
た
。さ
ら
に
昭
和
五
十
二
年
以
来
民
生
・

児
童
委
貝
と
し
て
、
社
会
隔
祉
の
向
上

の
た
め
献
身
的
な
涌
動
を
続
け
ら
れ
て

い
↓
色
。身

体
障
害
者
福
祉
協
議
会
、
視
覚
障

三

三

三

三

三

一

三

一

一

三

三

一

三

一

三

三

三

一

三

一

三

三

三

三

三

一

三

弱

高
萩
市
身
体

障
害
者
団
体

連
絡
協
議
会

ー

団
体口

市
内
に
居
住
す
る
高
校
生
ま
た
は
市

内
の
高
校
に
通
学
し
て
い
る
高
校
生
で

組
織
し
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
設
立
以

来
会
員
の
積
極
的
活
動
に
よ
り
、
親
ぼ

く
を
図
る
と
と
も
に
自
己
の
”
川
上
と
社

会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

特
に
市
内
子
供
会
の
育
成
指
導
に
は

積
極
的
に
協
力
さ
れ
、
子
供
会
育
成
指

導
に
必
要
な
諸
技
術
、
知
識
を
研
究
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
協
力
さ
れ
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。

害
者
佃
祉
協
議
会
、
心
身
障
害
児
者
父

母
の
会
の
三
団
体
で
組
織
し
、
昭
和
五

十
五
年
十
二
月
設
立
以
来
各
種
研
修
会
、

相
談
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
を
通
じ
、

柑
互
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
悩
祉

の
埆
進
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
在
宅
重
度
障
害
者
慰
問
を
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
を
の
り
こ

え
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
多
大

の
貢
献
を
し
て
い
る
。

高
萩
高
校

生
会（
年
輪
）鶴 ’

(3)



58年第4回臨時市議会

新しい議会の

構成決まる 奉
語

副議長

渡辺責太郎
圭
口
禾
乃

◎は常任委員長○は常任副委員長です(敬称略）
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鈴木好之鈴木一二
告;当
不根本 飯田 邦昭

十
一
月
六
日
の
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
に
よ
っ
て
、
新
し
く
誕
生
し
た
市
議

会
議
員
に
よ
る
臨
時
市
議
会
は
、
十
一

月
三
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
は
、
改
選
後
の
正
、
副
議

長
や
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
の
委
員
、

監
査
委
員
の
選
任
な
ど
を
主
と
し
た
も

の
で
す
。

会
議
は
、
吉
田
秀
吉
議
員
が
正
式
の

議
長
が
決
ま
る
ま
で
臨
時
議
長
を
つ
と

め
議
席
を
指
定
し
た
あ
と
、
全
議
員
出

席
の
も
と
に
、
正
、
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
投
票
の
結
果
、
吉
田
秀

吉
氏
（
無
所
属
）
、
副
議
長
に
は
、
渡

辺
賢
太
郎
氏
（
無
所
属
）
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

正
、
副
議
長
を
選
ん
だ
あ
と
、
常
任

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
は
い
り
、
上

表
の
と
お
り
総
務
、
文
教
厚
生
、
経
済
、

建
設
の
四
つ
の
委
員
長
、
副
委
員
長
、

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

鈴
木
好
之
氏

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
て
い
た

監
査
委
員
が
任
期
満
了
に
な
っ
た
た
め

新
た
に
鈴
木
好
之
氏
（
無
所
属
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
吉
田
秀
吉
氏

副
議
長
に
渡
辺
贄
太
郎
氏

(4)



市
内
の
各
中
学
校
で
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
を
発
揮
す

る
の
が
各
橦
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

今
年
も
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好
成
績

を
あ
げ
た
中
学
生
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
に
期
待
を
こ
め
て
、

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
生

徒
に
は
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
が
ん
ば
つ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 リ

ロ

蜜
蕊込陸

上県北地区中学校新人体育大会

り
よ
う
ぶ
ち

漁
淵
康
子
さ
ん
（
高
萩
中

一
（
高
萩
中

バレーボール
ー優勝した君田中

東
京
代
々
木
の
国
立
競
技
場
で
行
わ

れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
、
中
学
一
年
の
部
百
メ
ー
ト
ル
競
争

で
、
み
ご
と
第
三
位
に
な
り
ま
し
た
。

記
録
は
、
一
二
秒
九
一
で
す
。

一
年
）

全
国
で
第
一
一
一
位

管
県
北
地
区
中
学
校
新
人
体
育
大
会

で
優
勝
し
た
南
雲
・
下
山
田
組

（
秋
山
中
）

櫛 ＃

県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

軟
式
テ
ニ
ス

“ 溌轍『 :1;1剛 !‘1 ボ

準優勝

鈴木淳之〈ん

（2年軽量の部）

高萩中

驚

優勝

大津敦〈ん

（ 1年軽量の部）

高萩中

新春マラソン大会へどうぞ／…9回惑議 蕊

澤鍔澤

◎と き ： 1月22日

◎種別： 1．7キロ

（日） 小雨決行

(親子の部) 、5キロの部、 10キロの部 弾等

◎出場資格：市内に居住、 または、市内の事業所､学校に勤務､通学しているかた(市外のかたは､オ
参加として認める）

◎参加費：一般1,000円、親子1,000円、中学・高校生300円、 オープン1,000円
◎申し込み先： 1月10日 （火） までに参加費を添えて、市民体育館へ直接お申し込みください”

‐フーン

…

鴬 ※詳しいことは、市民体育館（(念）③-2552） 爵織
へお問い合わせ〈だ云い－ 0

鴬墜蕊蕊籍溌が唖溌鶯蕊難簿鍛婿…識 …:識4騨驚懸鐸蟻驚蕊瀞笠難篭蕊蕊蕊鶯蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊飛鍵蕊蕊 ふ呼騰職蕊慧籔
噸

(5)

中学生



一
一

Z あ
た
り
一
面
が
よ
く
見
え
ま
す
。

東
小
学
校
の
生
徒
の
人
数
は
、
全
部

で
八
百
九
十
五
人
で
す
。
そ
の
生
徒
た

ち
全
員
で
花
だ
ん
を
整
備
し
、
草
を
む

'1M|||||川l l l l l | | IIll l l l l Ii川| | | | |臣
：＝

：＝

~~’ 三
’

三
苫＝

私
た
ち
の
東
小

二
年
連
続
し
て

優
賞
に
輝
く

県
芸
術
祭
美
術
展
覧
会
で
、

六
年
寺
岡
善
晴

i!

ぼ
く
達
の
学

校
、
東
小
学
校

は
海
の
す
ぐ
近

く
に
あ
り
ま
す
。

屋
上
か
ら
は

山
、
海
、
ま
ち
、

見
え
ま
す
。

篠原康夫さん

（有明町） だ
よ
夕

東
小
学
校

み
ん
な
の
び
の

び
し
て
い
ま
す
。

遊
ぶ
と
き
に
は
大
い
に
遊
ぶ
、
勉
強

す
る
と
き
に
は
ま
じ
め
に
勉
強
す
る
。

束
小
学
校
の
先
生
が
、
い
つ
も
い
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

休
み
時
間
、
昼
休
み
な
ど
に
は
、
生

一
鑑

BcDK

へ
） し

り
、
こ
の
東

小
学
校
を
花
の

モ
デ
ル
校
と
し

た
の
で
す
。

束
小
学
校
の

生
徒
た
ち
は
、

凝議灘鍵鍵鍵

麺

鄭
徒
と
先
生
が
い
っ
し
ょ
に
遊
び
楽
し
く
Ⅲ

す
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
東
小
学
校
だ
か
ら
花
の
モ
デ
ー

ル
校
に
も
な
り
、
み
ん
な
遊
ん
だ
り
、
川

勉
強
し
た
り
す
る
の
が
楽
し
く
で
き
る
川

の
で
す
。

三
年
宮
本
純
司
く
ん
の
作
品
Ⅲ

’10画高萩市民音楽祭

11月3日の文化の日に、市文化会館で､、第10

回市民音楽祭か、行われました。

日々の生活の中で、安らぎと励ましを与えて

くれる「音楽」 。会場には1,200人の人が詰め

かけました。

出演者は、保育・幼稚園児、小。中学生、マ

マさんコーラスや市民グループ°なと､400人にの

ぼりました。それぞれ、合唱に、演奏にと楽しん

でいました。
I ll ll l l l l l l l l l l l I llIl l l l l l l l l l l l l l I 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1h l l l l l l l l lHl l l l ll l l l 【111 1 1 1 1 1 1 『'11 1 1 1 1 1 1Ⅱ11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1ⅡⅡ1！『I

』

（
「
あ
か
ぎ
国
体
」
が
終
了
し
た
ば
か

り
の
群
馬
県
で
、
十
月
二
十
九
日
・

三
一
十
日
の
両
日
、
全
国
身
体
障
害
者

幸
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
競
技
の
一
つ
「
盲
人

野
球
」
に
、
関
東
地
区
代
表
の
茨
城

一
県
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

一

ド
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
競
技

た
。
茨
城
県
チ
ー
ム
は
、

土
浦
市
、
古
河
市
な
ど
か

ら
目
の
不
自
由
な
か
た
た

ち
が
集
ま
っ
て
編
成
さ
れ

て
お
り
、
高
萩
市
か
ら
も

長
谷
川
賢
治
さ
ん
（
安
良

川
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

を
行
い
ま
す

一
一

盲
人
野
球
で
は

へ
）
一
一

蕊 私
は
全
盲
（
ま

認’

く
見
え
な
い
）

ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
す
。盲
人
が
野

デ
エ
９
が
“

で
ン
ヨ
ン
は 盲人野球でたボ

全国大会へ参加

琴

十
一
月
の
十
九
日
と
二
十
日
の
二
日

間
、
中
央
公
民
館
で
「
み
ん
な
の
消
費

生
活
展
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

靴
や
傘
の
修
繕
コ
ー
ナ
ー
、
ガ
ス
や

電
気
の
正
し
い
使
い
方
を
教
え
て
く
れ

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
か
あ
り
、
詰
め
か
け

た
市
民
は
「
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

球
を
す
る
こ

と
を
不
思
議

に
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん

が
、
訓
練
す

る
こ
と
に

ゐ
こ
と
に

お
わ
び
と
訂
正
先
月
号
の
岡
田

信
弘
さ
ん
の
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
記
録

は
、
六
○
Ｍ
八
一
貢
ン
で
し
た
。

よ
｛
／
て
で
き
る
よ
、
７
に
な

る
の
で
す
」

ＵⅡ
″
盲
人
野
球
で
は
、
ボ
ー

ル
を
転
か
し
て
投
球
し
ま

、

す
。
ま
た
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー

〃一
室
な
ど
四
人
が
全
盲
で
あ
る

入
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

酉
い
る
と
の
こ
と
で
す
．

王
「
盲
人
野
球
を
始
め
て
か

ら
十
五
年
た
ち
ま
す
が
、

そ
の
間
に
、
全
国
大
会
へ

三
度
出
場
で
き
て
幸
せ
に
思
っ
て
い

ま
す
。そ
ろ
そ
ろ
若
い
人
た
ち
と
交
代
す

る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
一

と
後
継
者
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
一

巳
常
生
活
の
参
考
に

(6)



一
」
畔
遮
硫
母
曄
咋
禧
鐵
綱
窪
域

録
初
出
品
初
人
選
の
実
績
を
も
つ
。

》一
篠
原
さ
ん
は
、
有
明
町
で
、

》
注
文
洋
服
店
経
営
の
か
た
わ
ら

》
絵
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ゞ
今
回
優
賞
し
た
絵
は
、
「
花

》
貫
渓
」
で
花
貫
渓
谷
の
自
然
を

》
描
い
た
も
の
。
去
年
は
「
北
茨

》
城
の
海
」
・
題
材
と
し
て
は
、

癖
風
景
が
多
く
、
特
に
自
然
の
美

需

一
し
さ
を
表
現
す
る
の
が
得
意
。

《
公
民
館
の
絵
画
講
座

缶
が
き
っ
か
け

一
種
口
討
函
吟
犀
識
斗
神
啼
孵
轟

〆
ら
と
い
う
よ
う
に
大
へ
ん
努
力

》
〉
家
。
最
初
は
公
民
館
の
絵
画
講

》
座
に
入
り
、
伊
藤
龍
馬
先
生
か

》
ら
油
絵
を
学
ぶ
。
油
絵
を
一
年

》
間
学
ん
で
か
ら
日
本
画
に
転
向

ア
日
本
画
を
学
ん
で
五
年
目
、
村

珍
田
猛
先
生
に
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

〆
抱
負
は
、
「
近
代
日
本
画
の

玲
新
し
ぃ
威
覺
を
画
風
と
し
て
表

一
現
し
て
い
き
た
い
。
時
間
が
と

寿
れ
な
い
の
か
悩
み
で
す
力
Ｅ

、
辞
、
、
ワ
ー
１
１

曲
唖
珊
蝿
軸
溌
瀝

一
準
唾
嘩
一
一
逵
一
も
努
力
を
し
な

~､…輪 …鋪鰯“職………癖律蝉鈩＝萱－錨噌奎 "琴！ 痔

箪臘…羅警…

１
１
１
：
ハ
ロ
－
た
か
は
ぎ
の
電
話
鯛
⑦
：
ｉ
Ｉ
１

今
側
ぁ
な
庭
師
声
を
↑
ビ
ゞ
鋤
で
・
鋼
了
夕
を
目
帥
に
ど
、

に
生
か
す
電
々
公
社
の
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ぞ
。

ン
と
、
お
客
様
代
表
者
会
議
に
つ
い
て
○
お
客
様
代
表
者
会
議
社
会
に
開

の
紹
介
で
す
。
か
れ
た
電
話
局
を
目
指
し
、
地
域
の
代

○
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
こ
れ
は
、
市
表
の
か
た
が
た
か
ら
意
見
を
聞
き
、
利

民
と
電
話
局
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
用
者
の
声
を
電
々
公
社
の
事
業
に
反
映

し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
さ
せ
る
も
の
て
す
。

「
社
会
の
心
を
公
社
に
、
公
社
の
心
を
代
表
者
二
十
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、

社
会
に
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
良
好
三
か
月
に
一
腱
の
割
合
で
開
樅
し
、
公

な
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
社
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

め
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く
れ
て
い
ま
す
。

把
握
し
て
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
し
、
お
客
こ
の
会
議
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
「
全
職
員
は
、
電
話
局
の
オ
レ
ン
ジ
委
員
会
、
そ

か
オ
レ
ン
ジ
の
心
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
し
て
最
終
的
に
は
本
社
の
オ
レ
ン
ジ
委

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
貝
会
な
ど
で
審
議
さ
れ
、
公
社
事
業
に

困
っ
た
こ
と
、
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
反
映
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

と
か
あ
っ
た
ら
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
高
萩
電
報
電
話
局
で
も
、
三
回
に
わ

さ
い
。
電
話
局
の
窓
口
に
は
、
オ
レ
ン
た
る
お
客
様
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
、

ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

11月10日に、君田小学校で「君小まつり」が

行われました。

竹馬や水鉄砲、めんこ、ベーゴマなどの昔か

ら伝わる遊びを楽しみました。 また、最後に飛

ばしたふうせん(100個）は風に乗って福島県ま
て届きました。現梅郡山市なと‐7か所の人たち

と文通を行っているとのことです。

千
代
田
集
会
所
が
、
十
一
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

千
代
田
集
会
所
が
完
成

ー

…

11月19日と20日、中央公民館と文化会館で文

化祭が開かれました。年々文化への関心は高ま

る一方です。これからも活発な文化活動力藍展開

され~ていくことでし上う．

d JP 函 1 q閏則 4 ■ 1k M 1 H 吋Ⅱ 回 H ﾛ Ⅱ H h p ,MH p M h 1 Ⅱm p 4 q p d q ■ Ⅱ 画 Ⅱ ﾛ判 Ⅱ D q P ■ 吋凹岫 D

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

｜
月
二
十
九
日
（
日
）

「
華
麗
な
る

寺
内
タ
ケ
シ
の
世
界
」

○
時
間
午
後
一
時
、
午
後
五
時

（
二
回
公
演
）

○
入
場
料
Ａ
席
二
千
円

Ｂ
席
千
五
百
円

二
月
十
八
日
（
土
）

「
内
山
田
洋
と

ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」

○
時
間
午
後
六
時

○
入
場
料
Ａ
席
三
千
円

Ｂ
席
二
千
八
百
円

三
月
二
十
五
日
（
日
）

「
津
軽
三
味
線

高
橋
竹
山
リ
サ
イ
タ
ル
」

○
時
間
午
後
六
時

○
入
場
料
Ａ
席
千
八
百
円

Ｂ
席
千
五
百
円

※
開
演
の
三
十
分
前
か
ら
入
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｕ
ｕ
ｕ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｆ

ｌ
ｌ
刊
１
１
利
１
１
１
１
１
１
１
１
１

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

日
立
市
民
会
館
・
田
所
書
店
・
仲
屋

書
店
・
深
谷
書
店
・
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯

原
）
・
文
化
会
館
乱
″

ロ

侭

鰹
物



十
一
月
十
八
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
納
税
に
二
協
力
を
い
た
だ
Ⅲ

い
て
い
る
団
体
十
五
と
、
功
労
者
十
人
に
吋
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
川
一
）

Ⅲ
ｂ
■
■
■
ｎ
口

れ
ま
し
た
。
国
民
の
義
務
で
あ
る
税
金
を
滞
納
し
な
い
で
、
納
期
州
、
閂
哩

内
納
付
を
守
り
、
収
納
成
績
が
川
上
し
た
団
体
と
仙
人
に
贈
り
、

日
ご
ろ
の
努
力
を
た
た
え
ま
し
た
。

川
５

表
彰
さ
れ
た
か
た
か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

‐
『
〃
Ｉ

睦
主
婦
白
菊
安
良
川
一
一
横
町
安
良
川
宮
本

三
夜
講
島
名
一
秋
山
下
東
北
町
十
高
浜
一
一
一
の
一
一

ｉ
ｌ

北
城
東
大
工
町
石
河
原
第
二
東
前
山

▽
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
仙
人
）

Ｉ
ｎ
く
Ｕ

加
藤
博
（
南
町
一
一
）
藤
井
実
（
潮
）
黒
沢
重
二
（
北
町
第
川

鯉
講
菫
二
騨
鰹
一
選
戟
蕊
締
日

丘
第
一
）
佐
川
景
幸
（
え
び
す
）
川
野
鉄
男
（
駒
木
原
地
川川
■
■
■
■
■

蔵
堂
）
宮
本
勇
（
東
本
町
四
の
一
一
一
）

’

三

一

三

三

一

三

一

二

三

一

三

三

三

三

一

三

三

三

一

三

三

三

一

二

’

’

三

三

一

一

一

三

三

一

三

一

三
一
一
一

１
て
て
地
し
ま
の
酒
区
こ

月
い
兜
内
す
し

交
運
に
と

か
》
）

柵鮒

納
税

優
良
な
団
体
と

功
労
者
を
表
彰

十
月
十
七
日
か
ら
蕊

蕊
蕊
鈴
識
評
蕊
零
堺
蕊
謹
譲
識
溌
難
韮
韮
湾
宰
↓

最
低
賃
金
が
改
正

最
低
賃
金
制
度
は
、
低
賃
金
労
働

者
の
賃
金
の
最
低
領
を
保
障
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
労
仙
条
件
を
改
善
し
、

労
働
者
の
生
涌
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
内
の
事
業
所
に
働
い
て
い

る
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
す
る
最

低
賃
金
が
、
十
月
’
七
日
か
ら
一
Ⅱ

三
千
百
七
十
五
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
パ

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
時
間

給
労
働
者
の
時
間
額
は
三
百
九
十
七

円
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
日
立
労
働
堆
堆
臘
偶

著
狂
○
二
九
四
～
二
二
～
五
一
八
七

へ
お
尋
ね
く
だ
き
い
・

年末・年始の

■△

止父

1 2月1－0日 ” ． ≦手

"寺から1月1鞭0日まで

い
高
萩
市
が
こ
の
誇
れ
る
自

州
然
を
（
必
ず
し
も
、
美
し
い

叩
風
景
だ
け
を
い
っ
て
い
る
の

州
で
は
な
い
）
い
つ
ま
で
も
保

、
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ど
う

岬
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

恥
多
く
の
人
々
の
敬
え
を
受

岬
け
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
た
。

岬
ま
ず
「
監
視
人
」
を
、
專

刈
門
に
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う

梱
で
あ
る
。

恥
法
で
規
制
し
、
罰
で
と
り

Ｍ
し
ま
る
こ
と
は
、
人
間
か
人

を
始
め
多
く
の
人
々
が
、
自
然
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
「
自

然
の
価
値
」
が
安
っ
ぽ
く
評

価
さ
れ
て
い
る
処
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
気
か
し
て
な
ら
な

（

ま
ず
監
視
人
を

⑳
市
内
の
自
然
は
無
防
備
（
Ｖ
）

ー

前
号
ま
で
四
回
に
わ

た
っ
て
、
あ
れ
る
か
ま

ま
の
自
然
に
つ
い
て
記

し
て
来
た
。
言
葉
足
ら

ず
で
は
あ
っ
た
が
、
ま

さ
し
く
、
自
然
は
破
壊

へ
の
道
を
た
ど
っ
て
い

る
こ
と
を
否
定
出
米
な

い
。

誰
し
も
自
然
の
美
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
、
野
山

へ
川
か
け
る
。
敬
育
者

間
を
裁
く
こ
と
で
、
結
構
と
は
い
え
な

い
。
し
か
し
、
今
こ
そ
野
性
の
抓
物
、

動
物
や
鳥
知
を
、
ル
ー
ル
に
し
た
か
っ

て
積
極
的
に
守
る
方
向
か
ら
見
な
お
す

時
が
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
発
想
の
転
換
は
、
次
々
と
自
然
保

護
の
ア
イ
テ
ア
を
生
み
出
す
に
迎
い
な
い
。

「
行
革
の
時
」
川
然
監
視
役
な
ど
へ
は

一
人
も
ま
わ
せ
な
い
と
は
、
県
や
巾
釣

考
え
だ
ろ
う
。

だ
が
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
が
、
お
金

で
は
買
え
な
い
高
価
な
も
の
と
気
付
く
そ

の
時
は
、
儲
祝
す
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
言
萩
市
口
然
を
愛
す
る
友
望
三

S.50.6.29撮る

砂の地肌のみ。

高浜町地先の海岸砂丘

いまは幻の砂｣工となり
(8)
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一
一
一
三
三

三
一
一
一
一
一
一

三

二

三

一

一

三

三

三

三

三

一

三

三

一

一

三

三

一

一

一

三

三

一
一
一
三

三

三

一

三

一

三

三

一

三
一
一
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Ⅱ

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
四
月
、
岩
は
宇
佐
美
監
物
に
討
た
れ
た
こ
と
か
考
川

史
帳
一
”
纈
漣
薩
磐
旱
ゞ
…

去

いり

大
塚
政
成
は
岩
城
。
佐
竹
両
氏
の
調
停

戎
、
く
過
和
田

杢
樫
“
一
を
す
す
め
、
同
年
閏
六
月
十
五
日
に
和

誇
叶
志

＃

談
が
成
立
し
て
い
る
。

Ｉ

か
、
妙
１

１，
命
ｖ
浜
こ
の
洲
停
の
使
者
の
一
員
と
し
て
、

赤
大
塚
政
成
は
宇
佐
美
監
物
と
内
蔵
頭
の

げ
に
，
㈱
、
っ

家
来
又
二
郎
を
派
遣
し
た
も
の
と
思
＃

れ
る
。
宇
佐
美
監
物
は
鎌
倉
時
代
以
来

又
二
郎
の
仕
え
た
大
塚
内
蔵
頭
は
、

の
安
良
川
の
支
配
者
の
家
柄
を
自
負

森
川
伸
（
の
ち
の
朝
香
仲
社
）
、
天
文
し
、
斬
参
の
大
塚
氏
に
州
し
て
な
に
か

十
七
年
二
五
四
八
）
四
月
六
日
造
宮
と
批
判
気
味
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

棟
札
に
「
当
地
頭
大
塚
信
儂
守
藤
原
政
一
方
、
門
前
に
生
ま
れ
た
又
三
郎
は
大

成
、
同
嫡
男
與
次
郎
重
成
、
同
内
蔵
頭
」
塚
氏
の
家
臣
と
し
て
、
監
物
の
態
度
に

と
み
え
る
人
物
で
、
大
塚
政
成
の
弟
と
我
慢
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
感
情
的

思
わ
れ
る
。
兄
の
政
成
が
竜
子
山
城
主
、

に
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
臨
物

弟
の
内
蔵
頭
が
菅
股
城
主
と
な
っ
て
い
は
こ
れ
を
遺
恨
に
思
い
、
竜
子
山
へ
の
長
福
寺
か
ら
み
た
大
塚
あ
た
り

帰
路
、
成
沢
で
争
い
と
な
り
、
又
二
郎
（
北
茨
城
市
磯
原
町
）
‐

た
の
で
あ
ろ
う
。

料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅

館
、
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
は
、

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
Ⅱ
ま
で
を
、
公
給
仙
収
証
受
取
強

調
連
動
の
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
す
と
、

料
金
の
明
細
や
税
金
な
ど
の
内
容
か
は

っ
き
り
し
、
会
計
が
明
朗
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か

ら
の
放
館
に
宿
泊
し
た
場
合
の
基
礎
控

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

年
賀
は
が
き
の
受
付
は
十
二
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
年
末
押
し
迫
っ

て
か
ら
出
し
ま
す
と
、
元
旦
の
配
達
に

間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
十
二
月
二
十
Ｈ
ご
ろ
ま
で
に
お

川
し
く
だ
さ
い
。
年
賀
は
が
き
は
束
ね

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

除
甑
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
旅
館
（
一
人
一
泊
に
つ
き
）

二
千
円
が
二
千
五
百
円
に

た
だ
し
、
｜
人
一
泊
五
千
円
を
超
え

た
場
合
に
限
り
ま
す
。

年
賀
は
が
き
は

二
十
日
ご
ろ
ま
で
に

ー

ヨ
「
〕
「
［
》
｝
須
一
Ｌ

｜

健
康
相

皆
さ
ん
が
健
や
か
に

送
れ
ま
す
よ
う
に
、
市

一
よ
る
健
康
相
談
を
行
っ

健
康
は
自
分
で
守
る

皆
さ
ん
が
健
や
か
に

健
康
相

ご
ろ
か
ら
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
よ
く
知
っ
て

お
く
こ
と
が
、
揃
気
の
予
防
、
早
期
発

一
見
に
つ
な
か
り
ま
す
。

一
健
康
相
談
で
は
、
血
圧
測
定
、
尿
検

’

毎
日
の
生
活
券

れ
ま
す
よ
う
に
、
市
で
は
保
健
婦
に

る
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
は
自
分
で
守
る
も
の
て
す
。
日

l
h

談’
査
、
み
そ
汁
の
塩
分
儂
度
測
定
や
成
人

病
予
防
の
た
め
の
食
事
に
つ
い
て
の
相

談
、
ま
た
育
児
に
つ
い
て
な
ど
仙
康
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
あ
な
た
の
健
康

管
理
の
た
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日
毎
週
土
曜
日
（
祭
日
は
除

く
）

○
実
施
時
間
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

三
十
分
ま
で

○
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

※
健
康
手
帷
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

市
営
墓
地
（
高
萩
霊
園
西
洋
式
）
の

使
用
者
を
募
柴
し
ま
す
。

一
、
霊
園
の
所
庇
地
高
萩
市
大
字
赤

浜
字
大
久
保
三
六
四
番
地

二
、
募
集
の
区
画
西
洋
式
五
十
区
画

三
、
申
込
み
と
手
続
き
昭
和
五
十
八

年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
、
市

役
所
衛
生
課
へ
直
接
申
込
み
く

だ
さ
い
・

四
、
応
募
の
査
格

Ｈ
本
川
に
住
所
の
あ
る
人

口
㈲
以
外
で
相
当
の
理
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
人

日
使
用
場
所
は
一
人
一
区
画
で
す

⑯
衛
生
課
保
健
婦

高
萩
霊
園
墓
地
（
西
洋
式
）
の

＆
Ｊ
一
℃
ゞ
使
用
者
を
募
集

’
■

ー

I I
五
、
墓
地
の
使
用
料
及
び
管
理
料

使
用
料
四
万
九
千
五
百
川

管
理
料
二
年
間
）
二
千
四
百
円

六
、
使
用
場
所
の
決
定

現
地
を
ご
覧
に
な
っ
て
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

七
、
使
用
の
決
定

申
込
者
が
募
集
区
画
数
を
超
え

た
と
き
や
、
使
用
場
所
が
重
な

っ
た
と
き
は
、
後
日
抽
選
で
使

用
者
を
決
定
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
衛
生
課
狂

③
二
三
一
内
線
三
六
二
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

’
－ ｰ

(9)



〃

鷺－．－、、
、一

て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式
を
行
昭
和
五
十
九
年
の
新
年
名
刺
交
換
会

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
成
人
さ
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く

れ
る
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
だ
き
い
・

ま
す
。
○
と
き
昭
和
五
十
九
年
一
月
四
日

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
昭
和
午
前
十
一
時
か
ら

三
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
九
○
と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
て
○
会
費
千
円
（
当
日
支
払
い
）

す
。
○
申
込
先
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
課

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三
三
一

三
三
三
三
一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三
一
三

三

三

三一

三
三
三
一
一

三
一
一
三
三
田

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡
素

化
連
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け
避
け

来
年
、
一
月
十
五
日
の
午
前
十
時
か
ま
た
は
、
亘

ら
、
市
文
化
会
館
で
「
第
三
十
回
成
人
当
者
に
も
、

式
」
を
行
い
ま
す
。
願
い
ま
す
。

『

成
人
式
は

の
服
装
で

成
人
さ
れ
る
か
た
に
は
、
直
接
は
が

き
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
出
身
者
で
帰
省
し
て
い
る
か
た
、

ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該

当
者
に
も
、
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
誘
い

願
い
ま
す
。

名
刺
、
箒
”
交
換
会

山眠る
舂の山は笑うが如く、冬の山は眠るが如しといわれる。 三

三

三

すっかり葉を落した雑木林は、いかにも寒げである。多 三
三

賀の山脈は舂の訪づれまでは、閑やかにじっと眼を閉じ 三
F

三

て、眠っているように見える。今年もいよいよ残り少な 三
三

く、あわ左だしい中に言れてゆく。 三
三

絵と文伊藤龍馬 三
三
5二
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宙《

一

一

一

一
一

’

市
民
体
育
館
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日

が
「
無
料
開
放
日
」
に
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
二
月
十
八
日
は
第
三
日
曜
日
で
す

が
、
衆
議
貝
議
員
選
挙
の
た
め
無
料
開

放
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

を
は
が
き
に
書
い
て
、
十
二
月
十
五
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■■■■■■■
辮
蕊
錘
鐘
轆
難
溝
螺
織
驚 ’市

民
体
育
館
か
ら

ごみ収集’年末年始の

’'月鋤納” ；I固定資産税 ‘’
4 （3期） ＃1

1都市計画税

｜国民年金（3期）

|"""…｜
＃～人口と世帯～

前月比 ；
爵

人口 33 ，404 （＋25） ＃

；男 16， 387 （＋18）

女 17，017 （＋7） ；

世継 ， 9‘’ ！~§} ！
（58年11月1日現在) ;
一一……………』

L,一一一 一一一一一一一一

12月30日 （金） まで収集します。来年は1月4

日 （水）から始めます。 自己搬入も同じです。

自己搬入時のおねがい

毎年のことながら、年末は自己搬入車が混み合

いますので、なるべく早いうちに大掃除を済ませ

てください。

ごみは燃やせるごみ、燃やせないごみ、資源ご

み、粗大ごみの4種類に分けてから搬入して〈だ

"-－さい。 さもないと､北部衛生センターへきてから､

－自分で分けることにな'）ます°

（分別収集のしおり参照）

自己搬入車の受付時間

平日午前8時30分から午後4時まで、

土曜日 午前8時30分から午前11時30分まで

※日曜・祝祭日は受け付けしません。

日曜当番医
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鴬
へ
灘

…
』
爵

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま

で
、
市
役
所
は
年
末
年
始
の
休
み
に
入

り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
、
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
死

亡
届
け
等
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

年
末
年
始
の

一
《
市
役
所
の
業
務
・
回
一

図
書
館
・
民
俗
資
料
館
は
、
十
二
月

民
俗
資
料
の
調
査
収
集

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

一
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
が
、
市

て
は
引
き
続
き
民
俗
資
料
の
調
査
収
集

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

古
く
か
ら
伝
わ
る
生
活
用
具
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
（
冠
③

１
１
３
１
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

善
意
あ
り
が
と
う

○
熊
坂
吉
恵
さ
ん
Ⅱ
春
日
町

社
会
椛
祉
へ
二
十
万
円

○
安
好
彦
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

老
人
福
祉
へ
二
万
円

○
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

福
祉
作
業
所
へ
一
万
円

心
身
障
害
児
者
父
母
の
会
へ
一
万
円

○
高
萩
市
役
所
職
員
共
済
会

社
会
福
祉
へ一
万
八
千
二
百
二
十
五
円

｢忠東本町②2697

高 戸③3113
ロ

F．

12月25日 白土医院

1月1日 諸原医院 |可

②3512花医院 東本町
』
Ｌ

ｌ
ｉ
二

1月8日

６６

２３
２
兜
３
２０

卜王医院 卜王町

含l
U

③23181月15 1 宍 戸医院｜安良川

時間は､いずれも午前9時から午後4時までです。
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